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2015年 学長年頭挨拶

1．新年の祝詞
新年明けましておめでとうございます。 教職員の皆様

には希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。 本年も皆様のます ますのご活躍とご発展をお祈り
いたします。

2015未年は、 IT人材の供給不足の顕在化をはじめ、
年金受給人口の急激な増大、 さらには人類滅亡説まで、
様々な業界や分野で「2015年問題」がささやかれていま
す。 株の世界では未年は辛抱の年と言われますが、 個
人的には、 2015年は社会における様々な組織の枠組み
が確立していく年であると思 っております。 私ども国立
大学にも2015年問題があるかもしれませんが、 それを乗
り越えて、 組織の骨格を立て直す年にしたいと願ってお
ります。

2．琉球大学にとっての2015年
さて、 2015未年は、 琉球大学にとって創立65周年に

当たりますが、 学校教育法と国立大学法人法の改正を
受けた学内規則等の整備を踏まえ、 法人としての枠組
みをしっかりと固める年になります。 2015 （平成27) 年
度は、 第2期中期目標期間及び大学改革加速期間の最
終年度でもあり、 大きく潮目が変わる年の前年でありま
す。 強いて言えば、 これが国立大学の2015年問題かも
しれません。

昨年の学校教育法等の改正によって、 大学ガバナン
スの改革を推進する環境が整いました。 本来、 ガバナ
ンス改革は大学が自主的・自律的に行うべきものとされ
ています。 ガバナンス改革によって、 教育、 研究、 診療、
地域連携、 国際連携を円滑に実行できるよう、 大地に
しつかり根を張った大学の運営基盤を確立しなければ
なりません。 しつかりした運営基盤の上に、 過去に表出
した課題の検証と不確実な将来を見通す分析力を磨き、
スピード感をもって戦略的に中期計画をはじめ各種プロ
ジェクトを実施し、 着実に成果を上げていくことが求め
られます。

国の財政が、 年々、 厳しくなっていく中、 不足する経
費を要求す れば認められるという概算要求は過去のも
のとなって久しく、 第2期中期H標期間では、 6つの類型
に基づいて特別プロジェクトを企画・構想して獲得して
いくことに重点が置かれてきました。 ところが、 第3期中
期目標期間については新たな運営瑣交付金の配分方法
が提示される見通しであり、 基盤的経費である運営費
交付金についても、 従来のような配分は期待できなくな
ると考えています。 これまで概算要求で獲得していた経
費はなくなり、 科研贅等の競争的資金をはじめ、 産学
官連携による共同研究・受託研究・受託事業等の拡充
により外部資金を自らの手で獲得しなければならなくな
ると考えています。 そうしなければ、 ます ます教育研究
経費は先細りになり、 大学の活力が低下するのは避けら
れません。 各部局等においてのみならず全学的観点か
ら、 効率的な資源配分に努めることと併せて、 増収対
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策と経費節減対策を考え、 工夫していかなければ、 大
学の諸活動が立ちゆかなくなります。 皆さんのご理解と
ご協力をお願いいたします。

3．大学の機能分化と本学の位置づけ
昨年12月に開催された政府の産業競争力会議におい

て、 国立大学の機能分化として、 次の三つの類型が示
されました。

①世界最高水準の教育研究拠点
②特定分野重点支援拠点
③地域活性化•特定分野重点支援拠点
各国立大学は、 これらの類型の中から一 つを余儀な

く選択させられるところにきております。 第3期中期目標
期間の運営費交付金は、 選択した機能類型に従って、
それぞれの成果指標に対する評価に基づいて、 配分さ
れることになります。

本学のような地方国立大学は、 自ずと第三の類型で
ある「地域活性化•特定分野重点支援拠点」を大学の
機能として設定せざるを得ない状況にあります。 とはい
え、 本学の大学像を実現するためには、 地域から世界
へ飛び立つ気概はつねに持ち続けなければなりません。

では、 琉球大学はこの第三類型の大学として、 社会
の評価に堪え、 存続していけるでしょうか。 ここに一 つ
のデー タがあります。 それは、 昨年12月1日 及び15日付
けの「日経グロー カル」誌に掲載された地域貢献度ラン
キングです。 これは、 日本経済新聞社産業地域研究所
が実施した調査に基づいて行っている大学ランキングで
す。「大学が人財や研究成果をどれだけ地域振興に役
立てているかを探る」 ために、 地域貢献の推進体制な
どをみる「組織、 制度」、 学生の地元企業への就職や災
害支援の実績などの「学生、 住民」、 産学連携や大学
発ベンチャー を中心とする「企業、 行政 」、 留学生への
就職支援や地域の国際化への取組をみる「グロー カル」
の4分野を評価したものです。 調査に回答した大学は747

大学のうちの526大学（国立82、公立70 、私立374) でした。
地域貢献度の総合ランキングをみると、 2014年の1位

は信州大学、 2位は群馬大学、 3位は宇都宮大学であ
り、 本学は41位でした。 九州・沖縄地域では第6位でし
た。 琉球大学の場合、2012年は412位、2013年は190位、
2014年は41位でしたので、 ゴボウ抜きでは全国トップで
あり＼ よく健闘したと思います。 2015年のランキングには、
今年度の取組結果が反映されますので、 さらなるランク
ァップを目指したいと考えているところです。

政府が進める「地方創生」の観点から、 地域への人
材供給拠点としての地方国立大学の役割に対する期待
が大きくなってきており、 本学も地域との連携を密にし
て、 地域からの期待と信頼に応える大学とならなければ
なりません。 いまこそ、 本学は大学資源をフルに活用し
て、 地域の「行動するシンクタンク」 としての機能を発揮
し 、 琉球諸島の地域創生に貢献するまたとないチャンス
であります。



4.2014年の取組概要
残念ながら、 同様の国公私立大学の教育と研究につ

いてランドマ ークとなるような評価指標はありませんが、
昨年 （今年度）に実施した多くの取組の中から特徴的な
部局等の取組について、 いくつか順不同で列記します。

①うりずんプロジェクト～沖縄型インターンシップの展
開

②環太平洋大学コンソ ーシアム構築の始動
③法文学部附属水中文化遺産研究施設の設置
④大学coc事業の推進
⑤熱帯生物圏研究センター瀬底研究施設新管理棟の

完成
⑥地域創生総合研究棟の完成
⑦頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワ ー ク

推進プログラムの始動
⑧医学部 ・ 同 附属病院の国際医療拠点構想への参

画
⑨文部科学省課題解決型高度医療人材養成プログ

ラムの始動
⑩沖縄県地域医療支援センター の開所
⑪救急災害医療棟の竣工
⑫学長リ ー ダーシップ経費獲得による研究推進機構

の構築及びURAの導入
以上の他、 教育、 研究、 診療、 社会連携、 国際連

携の各分野における各学部・センター 等での様々な取
組や学部学生 ・ 大学院生の諸活動など、 多くの取組が
実施されました。

5.2015年の挑戦
以上の昨年の実績を踏まえ、 大学改革加速期間の次

のステップをにらみながら、 第3期中期目標期間につな
いでいく重要な期間であるという認識のもとに、今年（次
年度）に取り組みたい重点項目を順不同で列記いたし
ます。

①第3期中期目標 ・ 中期計画の策定
②教職大学院の設置申請
③グロー バル教育支援機構や社会連携、 国際連携

を支える支援機構の設置検討
④ラー ニング ・ コモンズの設置
⑤トビタ テ留学！JAPANの地域コ ースヘの挑戦

ヘ学校給·打 ｀キと
改正を受けた
を踏まえ、，去人＿

⑥琉大津梁カレッジ構想の具体化
⑦大学の世界展開力強化事業への申請
⑧国際連携学科 （ジョイント ・ デイグリ ー） の設置構
，想の取り纏め
⑨産学官連携事業の推進
⑩卒業生フォロー 事業の具体化と卒業生ネットワ ーク
、の形成
⑪運営基盤強化のための基金造成に向けた取組の開

始
⑫coc事業の具体的展開とCOC事業プラスヘの挑戦
⑬教員組織と教育組織の在り方見直しの検討
⑭教育研究組織の見直しと改組計画の策定開始
⑮医学部及び附属病院の移転事業へ向けた取組
これらの事業は、 しっかりしたデー タと実績及び財源

に基づいて実行可能性を検討し 、 具体的な計画に載せ
ていく必要があります。同時に、 全学的に情報を共有し
共に知恵を出していく必要もあります。

6．大学改革の基本
琉球大学の目指すところは、「地域とともに未来社会

をデザインする大学」 として本学が地域社会に存在感を
示し、「 ア ジア ・ 太平洋地域における中核的な教育研究
拠点」としての大学づくりを進めていくことです。

今こそ、 教職員皆様の款智を結集して、 強みや特性
を遺憾なく発揮できる琉球大学を創生することが重要
です。イギリスの経済学者 ・ ジョ ーン ・ メイナー ド ・ ケイ
ンズの言葉を引用しますが、 何か新しいことをするとき
の「困難は、 新しい考えにあるのではなく、 私たちの心
の隅々に広がっている古い考えからの脱却にある」 とい
うことです。教職員の皆様の力を結集して、 琉大創生に
向かって、 新しい考えをどしどし出していただければと
願っています。 そのことによって、 琉球大学は地域活性
化・産業活性化を通した地域創生に、 人財の輩出とイノ
ベーションの創出をもって貢献する大学になりえます。
＇今年も皆様ご家族の安泰とお幸せをお祈りし 、 この
未年が未来へつながる年となりますようお祈りして、 年
頭の挨拶といたします。

2015（平成27)年1月5日
第16代学長 大城 肇
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琉球大学附属図書館、ハワイ大学所蔵
「阪巻•宝玲文庫」をデジタル公開

琉球大学附属図書館では、 平成26年9 月1日よリハワイ大学マ
ノア校ハミルトン図書館 所蔵、 阪巻・宝玲文庫(The Sakamaki/ 
Hawley Collection)のデジタル公開を開始しました。

阪巻・宝玲文庫は、 イギリス人ジャ ーナリストであるフランク ・ ホ ー

レー氏(1906-1961)の旧蔵資料の内、 琉球・沖縄関係の資料を中心
としたもので、 元ハワイ大学教授の阪巻駿三博土の資料を合わせた資
料群として、 現在はハワイ大学マノア校ハミルトン図書館に所蔵され
ています。

附属図書館では、 昨年度から、 ハワイ大学マノア校ハミルトン図書
館との連携事業により、 同文庫のデジタル化および公開事業を進めて
おり、 全902件の内、 琉球・沖縄に関する古典籍・古文書その他著作
権保護期間の過ぎた資料、 110件を公開しました。 今年度中にはさら
に110件の公開を予定しています。

琉球・沖縄関係貴璽資料デジタルアー カイブ(http://manwe.lib. 
u-ryukyu.ac.j p/ d-archive/）より閲覧可能。

現在は、 画像 ・ タイトル・タイトルの英訳・解題・解題の英訳を掲
載していますが、 今後は、 一部の資料については翻刻文を追加掲載す
る予定です。

学生活動

阪巻・宝玲文庫公開番号HW441「琉球紀事」

科学研究費助成事業説明会を開催

琉球大学と独立行政法人日本学術振興会は、 琉球大学をはじめとす
る沖縄凛内の大学・高専等の教職曇らを主な対象とした 「科学研究費
助成事業説明会」を平成26年9 月12 日に琉球大学千原キャンパス
にて開催 しました。

琉球大学の西田睦理事（研究・企画戦略担当）による挨拶後、 日本
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学術振興会(」SPS) の小寺孝太郎助成第一課専門員から「科研費の最近の動向」と題して、 科学研究費助成事業
の制度と概要等について説明がなされました。

説明会には、 本学の他に県内8つの大学 ・ 短大、 高専等から研究者や事務担当者95名が参加。 参加者からは
科研費の制度や間接経費等について質問が多く、 関心の高さが伺え、 質疑応答も活発に行われました。

挨拶する西田睦理事 JSPSの小寺孝太郎専門員

2014年度」ICA課題別研修
「熱帯地域における持続可能なバイオマスおよびバイオエネルギー利用コ ース」スタ ー ト

平成2 6年9月2 9日（月）から、 農学部において」ICA研修コ ースが開講されました。
」|CAの研修貴受入事業は、 開発途上国から国造りの担い手となる研修員を受入れ、 行政、 農林水産、 エネルギー、

保健・医療、 通信等多岐にわたる分野で専門的知
識、 技術の移転を行うことにより人材育成支援を
行うことを目的とする事業です。

「熱帯 地域における持続可能なバイオマスおよ
びバイオエネルギー利用 コ ース」は、 熱帯 バイオ
マス及びバイオエネルギーを自国に適合した方法
で利活用できる人材を育成することで、 温暖化対
策と持続可能な循環型社会の実現を目指します。

同コ ースには6ヶ囲から7名（ボツワナ2名、
ブラジル 1 名、 ブルキナファソ 1 名、 コ ート・ジ

ボワー ル 1 名、 キューバ1 名、 ホンジュラス1 名）
の研修員が参加し、 約 2ヶ月間にわたり、 バイオ
マス ・ バイオエネルギーの生産と収集技術、 資材
転換と利用技術、 地域における利用計画の作成方
法等を学びます。

研修のまとめとして、 地域インフラとしての再
生可能なバイオエネルギー利用システム及びバイ
オマスによる新規産業の創出に関する具体的なア
ク ションプランを作成し， 1 2月4 日（木）に予
定されている最終報告会において、 ファイナル レ
ポートとして発表を行います。

なお， 最終報告会のほかに 1 0月 1 0日（金）
には研修員の母国の状況を紹介するカントリ ー レ
ポートが開催 されます。 いずれも公開ですので関
心のある方は是非ご参加ください。

開講式での川本農学部長挨拶
(JICA沖縄国際センタ ー にて）

開講式後の集合写真
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「第8回琉球大学びぶりお文学賞」授賞式を開催
平成26年12月17日、 「第8回琉球大学びぶりお文学賞」授賞式が行われ、 大城肇学長から受賞者に賞状と

副賞が手渡されました。
同文学賞は、琉球大学が目標として掲げる「地域及び広く社会に貢献する人材」「意欲と自己表現を有する人材」

育成の一環として、 琶語力（読む力、 書く力）を向上させ、 想像力、 表現力、 創造力豊かな学生を育成するとと
もに、 文学の啓蒙活動を進め、 地域社会における文学・文化活動のリーダーを輩出することを目的としています。
琉球大学に在学する学生を対象に平成19年度に創設しましたが、 昨年度の第7回から、 応募資格を本学の学生
と限定せず、 沖縄県内の大学・大学院・高専等の学生へ拡大して実施しています。

8回目を迎えた今年度は、 学内外合わせて小説部門10 編、 詩部門48編の応募があり、 今 回初めて本学以外
から受賞者が選ばれました。 入賞作は次のとおり。

〈小説部門〉
＝受賞作＝

◎『ク オリティオブライフ』比甕正人
（沖縄大学・福祉文化学科3年）

＝佳作三編＝
◎『ディファ レンス』浦松琉介

（沖縄国際大学・法学部地域行政学科3年）
◎『僕ら、 この上の者』松本弦

（琉球大学・法文学部国際言語文化学科4年）
◎『青に揺らぐ』野村人鳥

（琉球大学・法文学部人間科学科1年）

〈詩部門〉

授賞式後の記念写真

＝受賞作＝ 該当なし
＝佳作五編＝

◎『海岸・小景」安里和幸
（琉大・法文学部総合社会システム学科2年）

◎『つわもの』宮里春奈
（沖縄工業高等専門学校•生物資源工学科4年）

◎『折リゾル』名壼司央里
（沖縄国際大学・総合文化学部日本文化学科4年）

◎『思う』狸良
（琉球大学・法文学部固際言語文化学科4年）

◎『青に手を伸ばして』金城絵音（沖縄工業高等専門学校・メディア情報工学科4年）

ー

第1回から第7回までの作品集

なお、 佳作を含む受賞作吊は平成27年3 月下旬に作品集 として而子体で発行され、 図書館ホ ー ムページや琉
球大学学術リポジトリ で公開予定です。

璽就職

平成26年度琉球大学就職センタ ーと保護者との懇談会を開催

「 平成26年度琉球大学就職センターと保護者との懇談会」を、 琉大祭の開催時期に併せて、 平成26年9 月
27日（土）及び28日（日）の両El、13時から14時30 分 まで法文学部新棟215教室において開催 しました。

昨年度に引き続き、 学部1 ~3年次学生の保護者を対象に「 最近の大学における就職状況について、 大学と
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保護者との相 互理 解を深める」 こ とを目的に実施し、
会場には、 琉大祭の見学も兼ねて、 初日132 名、 2 日
目122 名の保護者が県内外から参加しました。

懇談会では、 松本剛就職センター長の開会挨拶 の後、
キャ リア ・ ア ド バイザー(27日は東門晶子さん、 28
日は次呂久由利恵さんが担当）による就職活動支援状
況の報告があり、 その後 「就活の心構えと就職センター

の利用 について」を松本就職センター 長が説明しまし
た。

引き続き、 両日とも就職内定学生 5人によ る就職活
動の体験報告があり、 その中の保護者（親）との関わ
り方については関｀いも高くメモをとる保護者もいら っ
しゃ いました。

松本就職センタ ー長の説明の様子

終了後、 父母から「 就職活動との関わりで、 アルバ
イトを何年次の何時ごろ までさせて良いのか」等の質
問があり、 内定学生からは、 面接試験ではアルバイト
の経験関連の質問があるなどアルバイトの効用 もあり、
就職活動中はアルバイト従事時間の短縮やシフトの変
更など工夫ができるこ とから、 アルバイトについて肯
定的な発言がありました。

第 2 部として、 場所を就職センターに移し、 イ固別就
職相談及び就職センタ一見学会を実施しました。

保護者からのアンケ ートでは、 満足度が高く、 次回
開催 の要望が多く寄せられました。

就職内定学生 5 人に よる就職活動の体験報告

＝うり ずんプロ ジェク ト＝ 201 5春期イ ンタ ー ンシップ•プレセミナ ー を開催

文部科学省補助事業 「 産業界のニーズに対応した教育改薔 ・ 充実体制整備事業 ［テーマ B】 インターンシ ッ プ
等の取組拡大」において採択された うりずんプロ ジェクト 〔正式名称 「 うリずんプロジェ ク ト～ 「 沖縄型J インター

ンシ ッ プの展開～」幹事校は琉球大学、 連携校は名桜大学、 沖縄大学、 沖縄キリスト教学院大学、 沖縄国際大学〕
では、 平成26年8月1 日に沖縄地域インターンシ ッ プ推進協議会を設置し、 実質的に事業をスタートしました。

初年度事業として、 沖縄地域インターンシ ッ プ推進協議会主催 「201 5春期インターンシ ッ プ・プレセミナー」
を平成26年10月18日（土）13 :30 � 17:00、 琉球大学大学会館3 階の特別 会議室（大ホ ール）で開催 し、
学生及び企業等担当者、計77名が参加しました。

同プレセミナーは、来年春期インターンシ ッ プ実施に向 けて、県内学生に対し、インターンシ ッ プの意義や目的、
種類などインターンシ ッ プにまつわる疑問に答えるために企画したもの。

プロ グラム内容としては、 次のとおり実施しました。
①インターンシ ッ プの説明等（琉球大学就職センター コ ーディネーター川平敦氏）
②講演 「インターンシ ッ プで自身を掴む方法」
（特定非営利活動法人 沖縄人財ク ラスタ研究会 代表理事 巴井旬氏）
③インターンシ ッ プ経験者によるパネルディス カ ッ シ ョン

庄司健太さん（琉大3年、 Gut's 経験）、 伊藤巧さん（琉大3年、 社長弟子入リツアー経験）、
若山恵美さん 6中国大4年、 長期インターシ ッ プ経験）、 喜屋武憂華さん（名桜大4年、 海外インターシ ッ
プ経験）

④ク ループセ ッ シ ョン
インターンシ ッ プ経験者と企業担当者を含めたグループごとで意見、 情報交換を行いました。

講演では白井氏から 「勉強と学習は違う。 学習は行動を変化させることであり、 G-PDCAサイクルでは、 目
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的や目標などの Goal が明確でないと POCA サイクルを回しても効果が薄い、 また、 Can （現在）と Be（未来）
の違いとはの説明では、 Can 「できるか」「できないか」の判断ではなく、 Be「 未来の自分」を描き、 そのギャ ッ
プを埋めるために今 、 自身で行動する( Do)ことが大事」との話があり ました。

パネルディス カシ ョ ンでは、 4 名のパネラ ー がそれ
ぞれに経験したインターンシ ッ プ種類や企業での状況
を語 り 、 「 インターンシ ッ プを経験した こ とで、 自分の
強みを話すこ とができ、 自分に自信がついた」、 「現状
の自分が客観的に見えてきた」、 「インターンシ ッ プで、
企業広報 HP · 概要パンフでは知るこ とができない中小
企業の社風や、 社長が社員を大事にしているこ とが実
感できた」、 「インターンシ ッ プを終了した後に、 職業
意識が出来てきたと感じた」等のポジテ ィブな発言が
あり ました。

参加者アンケ ートでは「 パネラ ー が 自分と歳が変わ
らないのにインターンシ ッ プ経験を活かし、 学習して次
に活かしている話をしており 、 とてもかっ こ よく感じま
した。 忘れかけていたモチベーシ ョ ンが上がっ た」、 「 最
初は乗 り 気でなく、 インターンシ ッ プに興昧もないまま
友達に誘われてきたが、 結果参加して良かっ たです。 春
休みのインターンシ ッ プに行っ てみたくなり ました」と
好評でした。

また、 企業担当者からは 「 とても良い企画なので、
多くの学生に参加してほしい。 もっ と宣伝すべきだと思
う」との意見もあり ました。

イ ン タ ン シ ッ プ概要説明の様子

パネルディ スカ シ ョ ンの様子

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  ｀ 

「元山和仁記念社長弟子入りツアー」 成果を学長に輻告

平成26年11月11日（火）に「 元山和仁記念社長弟子入リツア ー」（主催 ： 束京中小企業家同友会）に参加
した琉球大学の学生6 名と東京中小企業家同友会共同求人委員長の仲田喜義氏、 沖縄女子短期大学の元山和仁教
授等が大城肇学長を訪問し成果を報告しました。

同ツアー は、 東京の中小企業への就職を希望する沖縄県内の学生（学部生、 短大生）を公募し、 東京中小企業
家同友会の会員企業を1 週間で2 社訪間(1 社当たリ1日半の就業体験）してもらい、 「 社長弟子入 り 」 を通し
て社長の企業経営ポリ シーや社員の仕事ぶ り を見聞し、 社貴へのインタ ビュー、 模擬試験等を体験して、 今後の
就職活動の糧とするこ とを目的としたものです。 学生の往復旅費と宿泊費は東京中小企業家同友会が負担して、
平成26年9 月1 5日～20日に実施され、 県内7大学21 名の学生が参加しました。

琉球大学からは7名（法文学部総合社会シス テ ム学科の宮城美早紀さん、 理学部物質地球科学科の新城大成さ
ん、 工学部情幸履工学科の阿波連智恵さん、 上間成晃さん、 大濱憂芽さん、 伊藤巧さん、 ） 1 |満涼子さん）が参加し
ました。

報告会では、 イ中田委員長から大城学長に、 ツア 一期間中に学生が毎日記入した実習日誌や企業からの評価票の
ほか、 プロ グラ ムや写真を掲載した 「平成26年度報告 集 」が手渡され、 同ツアーが成功裏に終えた こ とへのお
礼が述べられ、 また元山教授からは参加学生の状況報告がなされ ました。

学生からは 「 社長弟子入 り 体験を通して中小企業のイメージが変わ っ た。 貴璽な体験ができて良かっ た」、 「参
聞して自分の定リないとこ ろ が見えてきたので、 こ れからの就活の中で頑張 り たい」などの感想が述べられ ま
した。

その後、 仲田委員長から各学生に対し修了証書の授与が行われ、 学長を中心に記念写真を撮 り ました。
なお、 同幸腔告会には、 松本剛就職センター長、 高橋神奈男学生部長、 比憲義明就職課長、 久保租裕同課長代理、

川平敦就職センター特命一般職員（インターンシ ッ プ・コ ーディネーター）が同席しました。
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報告会の様子 大城肇学長 （前列 ・ 中央） を囲んで

閾 管理運営

平成26年度 琉球大学•沖縄県高等学校長協会連絡協議会を開催

平成26年9 月4 日、 平成26年度琉球大学・沖縄県高等学校長協会連絡協議会が、 沖縄嗅南部合同庁舎で開
催 され ました。 これは「 大学、 高等学校間の連携・協力をより緊密なものとするために大学教育及び高等学校教
育に関わる諸問題について定期的に協議し、 本嗅教育の向上に資する」との趣旨で毎年、 琉球大学と高等学校長
協会が輪番制で開催 しているものです。

今回、 琉球大学から大城肇学長、 富永大介理事（教育 ・ 学生支援担当）及び各学部長ら28名、 県高等学校協
会から中村孝夫協会長ら64 名、 合計92名が出席しました。

協議会は2 部構成となっ ており、 第 1 部では文部科学省高等教育局大学振興課大学入試室長補佐 八島崇氏を
講師としてお招きし、 「大学入試改革の動向 について」との演題で基調講演が行われ ました。 八島氏から「 これ
からの時代に求められる人材の育成を目指し、 高等学校教育、 大学教育、 大学入学者選抜の一体的な改革の必要
性や、 考え方」が示され、 参加者らは熱心に耳を傾けていました。

第2 部の連絡協議会では、 協議事項として 「平成27年度大学入試センター試験の実施方法等について」、 「 平
成27年度琉球大学 ・ 沖縄県高等学校長協会連絡協議会について」、 また質問事項として 「入学者選抜要項の主な
変更点について」、 「 特別 選抜試験 （推薦）の推薦方法について」等について協議が進められ、 参加者から活発な
意見交換が行われました。

連絡協議会の様子 講演する八島 崇 氏

学生と学長との懇談会を開催

琉球大学は、 第2 回 「学生と学長との懇談会」を平成26年 10月29 日 （水）に開催 しました。
同懇談会の趣旨は、 教育環境、 教育方法の改善、 学生生活支援、 キャ リア支援などについて学生と意見交換を

行い、 今後の教育改善、 学生生活等の充実を図ることであり、 平成16年度から毎年開催 しています。 大学側か
らは大城肇学長、 富永大介理事 ・ 副学長、 吉田安規良学長補佐、 北原 秋ー監事、 井上章二大学教育センター長及
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び新垣雄光留学生センター長が、 学生側からは短期留学派遣学生の代表9 名が出席しました。
当日は、 「留学して感じたこと、 大学に対する要望等」 をテーマに、 留学に要した費用 、 留学を決めた時期と

そのきっ かけ、 留学先での授業内容、 学生が留学に踏み出せない理由、 留学前に準備した方が良いこと及び留学
を終えて今後のキャンパスライフにどう生かしていくかについて活発な意見交換が行われました。

今後、 学生から寄せられた意見等も踏まえ、 本学の教育 ・ 学生生活支援の在り方について検討していくことと
しています。

懇談会の様子

-
i

 

戸--- I――`
（左よ り ） 吉田安規良学長補佐、 大城肇学長、 富永大介理事・副学長 、

新垣雄光留学生センタ ー長

平成26年度琉球大学医学部解剖体慰霊祭を挙行

平成26年11月19日 （水）、 13時半から、 琉球大学医学部体育館において、 御遺族、 来賓、 教職員、 学生
など約 500 名が参列する中、 平成26年度琉球大学医学部解剖体慰霊祭が執り行われました。

本慰霊祭は、 御遺族をはじめ関係者の皆様にご臨席いただき、 医学の教育・研究及び診療の発展のため、 御遺
体を本学に提供された数多くの御霊に対し、 そのご冥福をお祈りするため、 毎年11月第3 水曜日に実施されて
いるものです。

式典は、 医学部式歌斉唱のあと、 参列者
全員で黙祷を捧げ、 平成2 5年11月以降
平成26年10月末日までの正常解剖体 4 1
御柱、 病理解剖体23 御柱の御尊名が奉読
され、 合祀された御霊の追悼を申し上げま
した。

砂川恵伸琉球大学でいご会会長、 大城肇
琉球大学長、 松下正之医学部長の追悼のこ
とばに続き、 医学部学生代表の感謝のこと
ばのあと、 医学部混声合唱団による レクイ
エ ムの流れる中、 参列者全貴が祭壇に白菊
を献花し、 精霊の安らかな御冥福をお祈り
しました。

最後に高山千利教授 （分子解剖 学講座）
から御遺族への謝辞が述べられ、 閉式とな
りました。 慰霊祭の様子

平成26年度 情報セキュリティ講演会を開催

琉球大学では1 2 月 4日に「 情幸訳セキュリ ティ対策」の一環として、 株式会社サンパートナーズ代表取締役
で静岡大学客員教授、 口本ソ ーシャルデータサイエンス学会副会長の 中野光義氏を招いて情報セキュ リ ティ講
演会を開催 しました。
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中野氏は、 「今 、 大学職員に求められるセキュ リテ ィについて」と題して、 最近実際に発生した情幸四漏えいや
SNS で起きた事例を通して最新のセキリティ事情を、 ク イズやビデオ教材を交えてわかりやすく紹介、 説明をし
ました。

講演会には、 シス テ ムの担当者及びセキュ リ ティに関‘いのある教職員及び学生約 5 0 名が参加し、 最新のセキュ
リティヘの関心を深めました。

.
•

 

,＇

’
 

中野光義氏の講演 講演会の様子

1_ー
_
』

＇

第2回琉球大学ア ドバイザリ ー （顧問） 会議及び講演会•シンポジウムを開催

去る平成 26年 1 2月 1 9 日、 琉球大学にて、 ア ドバイザリー（顧問）会議を開催 しました。
本会議は、 学長の諮問機関として、 本学の円滑な大学運営及び大学が抱える重要事項等に助言を行う事を目的

に開催 されたものです。
会議では、 学長か ら 、 琉球大学の改革の方向 性及び 2050年の琉球大学の姿（長期ビジョン）取組みについて

説明があり、 顧問の方々か ら は、 「 大学として、 1固人的な研究ではなく、 大学の強み、 沖縄の特色を前面に出し
た研究をやるべき」、 「薬学・創薬分野の大学としての強化」、 「農学部の活用」、 「 沖縄県との連携の強化」、 「 企業
のニーズ・シーズに対応する研究者の研究データベース化」、 「 学生には 基礎的な技術を身に付けてほしい」といっ
た貴重なご意見をいただきました。

また、 会議終了後には引き続き本学顧問を講師としてお迎えし 「大学改革について」の講演会、 「 産学官連携
シンポジウ ム」を開催 しました。

「 大学改革について」の講演会では、 本学教員及び課長級以上の職員に向 け、 前京都大学総長、 前一般社団法
人 国立大学協 会会長 松本紘氏より、 国立大学改革プランを踏まえた第 3 期中期計画策定に向 けて、 京都大学の
実例を紹介しながら 、 本学の大学運営に係る方向 性 • 取組の展開について
講演していただき、 産学官連携シンポジウ ムでは、 一般から参加を募り「 沖
縄経済における地方創生の方向性」～アジア市場をターゲ ッ トにした提言
～と題し、 日本立地センター理事長 鈴木孝男氏、 京都府立医科大学長 吉
川敏ー氏の両氏に「地方創生」、 「 沖縄経済振興」、 「 アジア市場」をキーワー

ドに基調講演をしていただき、 また、 堀場製作所最高顧問 堀場雅夫氏か ら 、
「 沖縄の地域特性を活かした産業の創出」などについて様々な助言をいた
だくなど、 それぞれの会場の参加者は熱心に耳を傾けていました。

産学官連携シンポジウム 鈴木 孝男氏 吉川 敏ー氏

講演会「大学改革について」

堀場 雅夫氏
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四 社会運携

教育学部と南部広盪行政絹合教育委員会との協働事業に関する協定書締結式について
平成26年9 月2日（火）午後2時から琉球大学に おいて、 琉球大学教育学部（小田切忠人学部長）と南部広

域行政組合教育委員会（上原 武教育長）との協働事業に関する協定書締結式を行いました。
小田切忠人教育学部長と上原 武教育長は、 教育学部に所属する教員の研究及び学生への教育の向 上と、 教育委

員会の所管する島尻教育研究所の研修事業等及び幼児 ・ 児童 • 生徒を対象とした事業等について相互に連携 ・ 協
力し、 教育の資質向 上、 並びに学力の向 上を目指し、 協働して事業を行なうこと等を自的に、 協定を結びました。

主な連携 ・ 協力事業として、 教育 に ついての調査 ・ 研究に関すること、 教職員の資質向上のための研修に関す
ること、 域内の学校への学習支援活動及び学生のインターンシ ッ プに関すること、 などとしています。

（ 左から ） 小田切忠人教育学部長と上原武教育長

！ー'_ー—_-
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平成26年度琉球大学附属図書館•資料館 （風樹館） 合同企画展を開催

琉球大学附属図書館及び資料館（風樹館）は、 資料の公開や地域貢猷の一環として、 合同企画展 「久米島のく
らしと自然」を久米島博物館にて平成26年1 1 月2日から11月16 巳 の日程で開催 しました。 本展は平成25

年度文部科学省大学 COC 事業 「地（知）の拠点整備事業」の補助事業に採択された「 ち ゅ ら島の未来を創る知
の津梁（かけ橋）」事業の一環として開催 されたものです。

本展では、』、 本学所蔵資料の中から、 開催地である久米島に係わる資料を中心に附属図書館より14 点、 資料館
より13 点、 共催 機関からの展示として1 点を加えた合計 28点の原 資料と、 1960年頃の久米島の様子を写し
た写真パネル等98点が展示されました。 さらに、 関連イベントとして、 ギャ ラリートーク と3 回の連続講座が
開催 されました。

期間中、 約 700 名の見学者が訪れ、 その模様は新聞でも紹介されました。 見学者からは 「普段貝ることのな
い資料を見る機会となっ てよかっ た」「 久米島の固有種の存在を知 っ た」といっ た惑想が多数寄せられました。

展示室でのギャ ラ リ ー ト ークの様子
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大学コ ンソー シアム沖縄設立記念シンポジウ ム201 4を開催

去る平成26年12月23日に、 沖縄コ ンベ ンショ ンセ ンター 会議棟において、 大学コ ンソ ー シア ム沖縄主催
による設立記念シンポジウ ム2014 を開催 しました。

本シン ポジウ ムは、 平成26年9 月26 巳に琉球大学を含む沖縄県内の大学、 短期大学、 高等専門学校の高等
教育機関で構成された一般社団法人大学コ ンソ ーシア ム沖縄（代表理事 ： 瀬名波榮喜）が設立され、 そのキ ッ ク
オフとして開催 されました。 ( -社）大学コ ンソ ーシア ム沖縄は、 県内の高等教育機関が有機的に連携するこ と
によ り、 教育研究を一層充実発展させ、 産学官の連携により、 地域社会の活性化と発展に貢献することを目的に
設立されたものです。

シンポジウ ムでは、 瀬名波榮喜代表理事の歓迎の挨拶 の後に、 浦 崎唯昭沖縄県副知事による沖縄嗅知事の来賓
挨拶 の代読が行われ、 続いてジョージ岩間沖縄科学技術大学院大学プロボーストによる挨拶 が行われました。

その後、 3 人による基調講演が行われ、 稲嶺恵ー氏（り ゅ うせき参与 ・ 元沖縄県知事）による「 大学は沖縄地
域の為にいかに貢献すべきか」をテーマに第2 次大戦後の沖縄における高等教育機関の成り立ち や地域社会へ大
学が果たす役割についての講話がありました。

続いて、 里見朋香氏（文部科学省高等教育局大学振興課長）から 「日本における高等教育の課題」をテーマに
国における大学改革の動向、 大学間の連携による機能強化への期待についての講話がありました。

基調講演の最後に、 谷口功氏（全国コ ンソ ーシア ム協議会代表幹事・熊本大学学長）から 「コ ンソ ーシアムに
期待するもの」をテーマに大学コ ンソ ーシア ム熊本の活動事例や大学コ ンソ ーシア ム沖縄に期待することなどに
ついての講話がありました。

その後、 基調講演者と主催 者の代表 3 人による会場とパネリストによる質疑応答型のパネルディ スカ ッ シ ョ ン
が行われ、 会場からは、 「コ ンソ ー シアムの設立によ り、 高等教育が行き届きにくい離島に対して教育 がよ り離
島に届くと期待してよいのか」との質問に対して、 大城肇副代表理事 ・ 琉球大学長から、 「高等教育機関が沖縄
本島に 集 中している中で、 琉球大学では、 高等教育の機会を増やすために、 宮古島市と石垣市にサテライトキャ
ンパスを設置し、 大学の教育研究の成果を還元していきたいと考えている。 それと併せて、 学生が、 島々の中学
生や高校生に勉強や進学相談を行っ ている学生を主体とした琉大塾を開催 しており、 これは、 コ ンソ ー シア ムの
中でも学生の活動として、 フ ィ ッ トするのではないかと考える」との回答がありました。 その他にも、 会場から
は、 コ ンソ ーシア ムによる雇用 の場の創出の可能性や、 コ ンソ ーシア ムに経済界を巻き込む秘策、 北米や欧米で
のコ ンソ ーシア ムの現状、 沖縄の学生の本土へのインターンシッ プヘの補助制度などの活発な質問や意見が出さ
れ2 0 0 人以上を超す参加者はパネリストヘの回答に熱心に耳を傾けていました。

最後に大城肇副代表理事 ・ 琉球大学長から閉会の挨拶 があり、 シンポジウ ムは終了しました。
今後、 本シンポジウ ムでの成果を、 大学コ ンソ ーシア ム沖縄の運営に活かしていくこととなります。

人りた コ ン ソ
設 ゞ瓜し 念 シ ン ポ S

‘‘

ー シアム 沖 縄
ノ ウム 2014

シ ンポジウムの様子
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園 国際交流

爛太平洋大学コ ンソーシアムの形成へ向けた連携に関する覚書の締結

平成26年8月19 巳 、 琉球大学は、 ペルー ・ リマ市で開催 された 「第18回 WUB （世界 ウ チナーンチュ （沖
縄県人）ビジネスアソシェーシ ョ ン）世界大会 ・ イン ・ ペルー」 において、 大城肇琉球大学長、 山 里勝己名桜大学長、
エルサ ・ デル ・ カス テイ ヨ ・ モ リ ・ パシフィコ 大学長 （ペルー）の間で、 環太平洋大学コンソ ーシア ムの形成へ
向 けた連携に関する覚書を取り交わしました。

本学は、 「地域特性に根ざした国際性豊かなアジア ・ 太平洋地域の卓越した教育研究拠点大学」を将来像に掲
げ取り組んでおリ、 本覚書の締結を端緒として、 環太平洋地域における大学及び研究機関との学生交流並びに研
究交流等を推進し、 「 環太平洋大学コンソ ーシア ム」を形成していきたいと考えています。

環太平洋大学コンソ ーシア ムの事務局は琉球大学に置く予定で、 今後 WUB や各国の沖縄県人会などのネ ッ ト
ワ ーク を活用 して、 環太平洋地城の大学コンソ ーシア ムヘの参加大学を増やすことを目指していきます。

【 リ マ市内 にて］ （左から） 大城蕗 琉球大学長、 外間登美子 琉球大学理事 （地域国際連携 ・ 男女共
同参画担当） 、 エルサ ・ デル ・ カ ス テ イ ヨ ・ モ リ ・ パシ フ ィ コ大学長、 山里勝己名桜大学長
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第18 回 WUB （世界ウチナーンチ ュ （沖縄県人） ビジネスア ソ シェー シ ョ 第18 回 WUB （世界ウチナーンチ ュ （沖縄県人） ビジネ ス ア ソ シ ェー シ ョ

ン） 世界大会 ・ イン ・ ペルーでの国際教育シンポジウ ムの様子 ン） 世界大会 ・ イン ・ ペルーの国際教育シンポジウ ム ： 環太平洋大学 コ
ンソ ー シアムの形成へ向けた提言がなされました。

ヤンゴンコンピュ ータ大学／ゞハン校と本学工学部の学術交流協定が締結されま した

本学工学部はかね てから、 ミ ャンマ一連邦共和国のヤン ゴン コ ン ピ ュ ー タ 大学バハン校( University of 
Computer Studies Yangon:Bahan Campus)との学術交流を行うことを計画していました。 その交流協定締
結式に出席するため、 高良富夫工学部長、 小倉暢之回際交流担当副学部長、 玉城史朗教授、 そして、 ミャンマー

出身である Kyawt Yin Win 博士(2012年本学理工学研究科博士後期課程高良研究室修了）をメンバーとして、
平成26年9 月22日から27日にかけてミャンマー を訪問しました。 ヤンゴンコン ピュータ大学バハン校は、
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ミャンマ一連邦共和国における最初のコンピュータ研究教育機関・センターオブエクセ レンスと し て2012年に
創立され、 学部教育5年、 修士課程2年、 博士課程 3年の一貫教育を行っ ています。 現在、 学部の年次進行中で、
学部学生は、 一学年200 名、 教員ス タ ッ フ50 名を擁するコンピュータ教育・研究に特化した大学でミャンマー

ではト ッ プク ラスの大学として知られています。
本学工学部から参加した4 名は9 月24日にヤンゴンコンビュータ大学を訪問し、 Saw Sanda Aye 学長と高

良学部長が学部間交流協定詞印式を行いました。 その中で、 当コンピュータ大学のミ ッ シ ョ ンである、 1)情報
通信技術に卓越 し た優秀な学生を教育する大学と して学習環境の向上、 2)専門知識を有 し 、 ミ ャンマーの国民
を教育する特別な責務を担う学生の涵養、 3)教育・研究をサポートするために、 優秀な教授陣とスタ ッ フを育
成する、 という観点から同校の教官等と実質的交流方法について懇談しま し た。 貝体的な交流の取り組みと して、
修士、 博土課程学生の人材交流、 教員同土の共同研究の実施方法に関する方向性に関する懇談を行ないま し た。
その後、 ミャンマー ICT パーク を訪問し、 ミ ャンマー

コンピュータ連盟の常務取締役 Myin t Mint Than 博士
からミャンマーの情報通信産業の現状と将来像につい
ての説明を受け、 我が国（特に沖縄県）とミャンマー

との産学官一体となっ た交流に関 し 意見交換を行いま
し た。

また、 翌26 日にはヤンゴンコン ピュ ー タ大学 Saw
Sanda Aye 学長の格別な取り言十らいにより、 同校の監
督官庁である首都ネー ピ ド ーの科学技術省を表敬訪問
し 、 Ba Shwe 副大臣、 U Kyaw Zwa Soe 先端科学技
術局長、 同校とヤンゴン技術大学を監督する Zaw Win 
局長等と琉球大学工学部の教育研究交流について意見
交換を行いました。 その懇談は40 分にも及び、 特に、
Ba Shwe 副大臣の人材育成に対する強い熱意と、 本学
とミャンマーの大学との交流の重要性に関する貴重な
意見を拝聴することができま し た。

今 回は、 本学とヤンゴンコン ピュー タ大学との学術
交流協定締結のみならず、 IT 関連技術に関するミャン
マーと日本との懸け橋の一歩と し て、 非常に実りある
訪問となっ たと実惑 し ま し た。 また、 今 回の訪問にお
いては、 同行頂いた Kyawt Yin Win 氏の絶大な協力に
感謝申 し 上げます。

と

学部間交流協定調印式後の Saw Sanda Aye 学長と
高良工学部長の記念品交換
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科学技術省での記念写真
左か ら Zaw Win 局長、 U Kyaw Zwa Soe 先端科学技術局長、
Ba Shwe 副大臣、 高良学部長、 Win 博士、 小倉副学部長、 玉城教授

済州大学 （韓国） 自然科学部と琉球大学理学部が学生交流覚書を締結

琉球大学理学部と済州大学校（韓国）自然科学部（現地漢字表記は自然科学大学。 日本の学部相当組織と して、
こ こでは自然科学部と表記）は、 平成26年10月17日（金）に学生交流覚書を締結 し 、 覚書調印式が済州大
学で行われま し た。

覚書調印式には山崎秀雄理学部長、 竹村明洋教授、 中川鉄水助教らが出席 し、 済州大学側は Kim Se-」ae 学部
長（現地漢字表記では学長）をは じめ、 Lee Nam-Ho 教授、 Kim Won-Hyeong 教授等多くの関係者が出席 し ま

こ の度の覚書は、 1991年に済州大学と琉球大学で締結した大学間学術・教育交流協定に基づくもので、 これ
まで両学部間で行っ てきた研究者による学術交流を更に拡大 し 、 学部学生並びに大学院学生の教育交流を推進す
る目的で締結されま し た。

調印式に先立ち、 Hur Hyang-」in（許香珍）総長を表敬訪問しま し た。 済州島が観光産業を柱として、 豊かな
自然を活か し た産官学連携活動の推進を重視 していることが紹介され、 改めて済州島と沖縄、 済州大学と琉球大
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学には多くの共通点があることが再認識されました。 調印式終了後は、 済州大学海洋科学研究所と 」丁P( 」e」 U

丁echno Park)内にある Baranu l Jeju Water Agency を訪問し、 済州島における産学官連携研究についての説
明を受けました。

なお、 調印式の模様は、 同日の地元紙 「 メ ディア ・ チ ェ ジュ」夕刊で報道されました。
噌がれt三 斗名叫聾巾訃 一

吾lll習封フ1 習2

済州大学 （韓国） と学生交流覚書を締結

刈吋訃丑 村がか中訃 →坪" .,聾早

勾 繹J.11碑印l 習臼 ぇfl姻
登竺立 2014. I0. 17（号） 10：幻 杓科4贄 直そ4"叫峠 3 

覚書を取 り 交わす Kim Se-Jae 自然科学大学長
（右） と 山崎秀雄理学部長

Hur Hyang-」 in 済州大学総長表敬

沖縄地域留学生交流推進協議会 「沖縄文化講演会」 及び「留学生等親善交流会」 を開催

沖縄地域留学生交流推進協議会（幹事校 ： 琉球大学）では、 沖縄地域における外国人留学生が沖縄地域の文化
をより理解し、 沖縄県に留学した意義を深めてもらうため、 平成26年12月3日に留学生等を対象に沖縄文化
講演会を開催 しました。

琉球古武道哲心館協 会の玉寄英美会長を講師に招き、
「 沖縄の古武道について」と題しての講演会を行い、 約
130 人の参加者がありました。

講演会では、 沖縄の伝統文化である 「 琉球古武道」は、
「 空手」と違い、 武貝を使用 し、 その歴史的背景も異な
るとの説明がありました。 また、 これまでの玉寄会長
ご 自身の体験を交え、 サイ（武具）を使 っ た練習を何
万回も繰り返すことを自分に課し、 鍛錬によっ て 「体
得した瞬間の感覚は決して忘れることはない。」との説
明に留学生もうなずいていました。 説明後に行っ たサ
ィ ・ 棒（武具）を使 っ た迫力ある演武では、 集 中と弛
緩の技に多くの留学生が身を乗り出し見入っ て いまし
た。

最後に玉寄会長は、 「 沖縄の文化に触れることによっ
て、 自分の国の文化の素晴らしさに気づくきっ かけに
してほしい。 」と語り、 講演会を締めくくリました。

引 き続き同日開催 した同協議会留学生等親善交流会
には、 約400 人の参加者で賑わい、 沖縄地域における
留学生同土の交流を深める一日となりました。

國 受賞等

理工学研究科 博士前期課程（電気電子工学専攻）の城間 悠平さんと
高江洲 克斗さんが 「国際会議ICEE 201 4」 において最優秀誼文賞を受賞

平成26年6 月1 5 - 19日に韓国のチ ェ ジュ島で開催 され た 「ICEE 2014( 1nternational Conference on 
Electrical Engineering 2014 （電気工学技術囲際会議））』 において、 理工学研究科博士前期課程電気電子工学
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専攻1年次の城間悠平さんおよび高江洲'|克斗さんが国際会議長 Ho-Yon g Kim 氏より最優秀論文賞を授与されま
した。

ICEE は日本、 中国、 韓国、 香港の 4 つの毒気学会が世界に向 けて毎年共同開催 している電カエネルギー分野
の国際会議であり、 本賞は当該国際会議における論文の中で特に優れたものに対して与えられるものです。

城間さんの受賞論文は 「Islanding Operation and Recon nection Operation of Distribu tion Generators 
in Distribution Systems at Time of Power Fau lt u s ing Sm_art Gr id 丁echnology」であり、再生可能エネルギー

を大量に導入した電力系統において線路故障が発生した場合に配電系統を電力系統から切り離して自立運転を行
い、 その後に線路故障が除去されると電圧の位相同期完了後に再連系運転を達成するものです。 自立運転中にお
いても各分散型電源により配電電圧および周波数を適正値範囲内に維持でき、 本システムが適用された地域の電
力受給者は系統故障の影響を受けることなく安定した電力が使用できます。 配電系統 レベルでの自立運転を考慮
する本研究成果を適用 することによっ て、 今後マイク ロ グリ ッ ドおよびスマートグリ ッ ドの普及が期待されます。

高江洲'| さ ん の 受賞論文「 An Improved FOCV Method for MPPT Control of Stand-Alone Solar Power 
Syste叫 で、独立型太陽光発畢システムの発電電力量が最大となるような制御( MPPT 制御）を達成するものです。
太陽光発雷は天候の変化によっ て最適な動作電圧が変
化し、 特に太陽パネル上に部分的に影が生じた場合は
制御が困難となります。 受賞論文では太陽光） やネル上
の部分影にも対応した MPPT 制御を可能としていま
す。 本研究成果を太陽光発電システムヘの適用するこ
とで太陽光発雷の発電霞力量増加が期待されます。

今 回の 受賞にあた っ て、 2 人は「 ICEE において受
賞できたのも指導教員である千住智信先生および浦崎
浬光先生ならびに研究室メンバーのおかげです。 これ
から、 さらに電カ ・ エネルギーに関する知識を深め、
研究に邁進していきたいと思います。 」とコ メントし、
喜びを表現しました。 （ 左よ り ） 城間悠平さんと高江洲克斗さん

観光産業科学部産業経営学科 井川浩輔ゼミナ ールの学生1 5名が
「産学連携ツー リズムセミナ ー」におけるアイデア•研究発表で畢擾秀賞を受賞

平成26年9月26日に東京 ビ ッ グサイト（東京都江束区有明）で開催 された「 産学連携ツー リズムセミナー」（公
益社団法人巳本観光振興協会主催 ）におけるアイデア ・ 研究発表で、 観光産業科学部 産業経営学科井川浩輔ゼミ
ナールの3 · 4年次学生15名（代表者 ：3年次屋我星乃さん、 発表者 ：3年次真栄城佑理さん）が、 公益社団法
人日本観光振興協会理事長貝並陽一氏より最優秀賞を授与されました。

産学連携ツー リズムセミナー は、 2005年から産学連携事業の一環として学生と社会人を対象に実施されてき
た 「 産学連携オープンセミナー」を、 ツ ーリズム EXPO ジャパン201 4 に合わせて新たに発展させる形で開催
されたものです。 本年度の参加人員は、 学生および学校関係者213 名、 社会人（幸屈道関係者含む）77名の290
名でした。 そのセミナーの第2 部において、 学生による観光振興に関するアイデア・研究発表が行われました。

アイデア ・ 研究発表のテー マは 「2020年のツー リズム～私の考える観光振興のための方策～」で、 全国の大
学や大学院など約50 団体からの応舅がありました。 8月11日に実施され た審査会の結果、 その中から成績上
位4 校（大学2 校、 大学院2 校）が発表校に選ばれました。 本賞は9 月26日に行われた最終プレゼンテー ショ
ンの中で最も優れた1 校に対して与えられるものです。

受賞アイデア ・ 研究のタイトルは 「TOMODACHI PROJECT � SNS でマ ッ チング ！ 観光サー ビス交換により
ツー ウ ェ イ ・ツー リズムを活性化させよう～」です。 このアイデア は 異なる地域に住む人同士が SNS（ソ ー シャル ・

ネ ッ トワ ーク ・ サー ビス）を利用してペア（丁OMODACH |)になり、 交互に自分の地元をパートナーに紹介し
ながらマニア ッ ク な観光を楽しむことで、 地域間交流を活発にしようというもの。 このアイデアを沖縄で実際に
参加者を募集 しプロ ジェ ク トとして行い、 そこで様々なデータを収集 して研究という形にまとめました。 2020

年の乗京オリンピ ッ ク 開催 に向 けて、 このアイデアが日本中に、 さらには世界中に普及することが期待されます。
今 回の 受賞にあたっ て、 代表者の屋我さんは 「本アイデアが日本全体の観光サー ビスの レベルを向 上させ観
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光立国の実現の一助になると信じ、 サ ー

ビス実現に向 けてこ れ か ら も精進してま
いりたいと思います。」とコ メントし、 ま
た、 発表者の真栄城さんは「 産学連携ツー

リズムセミナーに向 けてゼミ生全員で頑
張 っ てきましたので、 みんなの思いをカ
に発表しました。 こ のプロ ジェ ク トに関
わ っ て下さ っ たモ ニ ター の皆さんを初め
多くの方々に心から感謝申し上げます。」
と、 喜びを表現しました。

井｝ 1 | ゼミ の皆さん

（上段左か ら 3 番目が真栄城佑理さん ， その右側が屋我星乃さ ん）

理工学研究科博士前期課程 海洋珊境学専攻•JSPS特別研究員DCの小林峻さんが、
第3回いきものにぎわい市民活動大賞 「富士フイルム・グリ ー ンファンド活動奨励賞」 を受賞

理工学研究科博土後期課程 海洋環境学専攻・日本学術振興会(」SPS)
特別研究員 —DC の小林峻さんが、 第3 回いきものにぎわい市民活動
大賞「 富士フイルム ・ グリ ーンファン ド 活動奨励賞」を受賞しました。

これは、 『いきものにぎわい企業活動コンテスト（後援 ： 環境省及
び農林水産省）」 において、 企業を対象として生物多様性保全に関わ
る活動に賞を授与しているものですが、 企業活動のみではなく、 市
民活動も重要かつ必要不可欠なものであるという考えのもと、 市民
活動も対象としたものです。

小林さんの「 大分県指定天然記念物カマエ カズラの繁殖生態と保
全に関する研究」は、 大分票における天然記念物カマエ カズラの学
術調査、 保全活動、 小学校での出前授業、 新聞や来訪者への解説活
動などが評価されました。

小林さんの今後の活躍に、 大きな期待が寄せられています。

四 学生活動

受賞 し た小林峻さん

起業家育成研修 （リクルー トホールディ ングス株式会社主催） に、
法文学部国際言語文化学科3年次の伊芸拓真さんが参加

平成26年9 月、 リ クルートホ ールディングス株式会社主催 の起業家育成研修が、 ア メリ カを横断しながら 2
週間にわたり行われました。 こ の研修の目的は、 シリコンバレ ーを始めとした最先端テクノ ロ ジーと ビジネスお
よび、 起業のプラ ッ トフオ ー ムとしてのア メリカを目の当 たりにし、 自分 たちに何が出来るのかを存分に考える
ことにあります。 研修には日本国内の大学から多くの学生が応募し、12 名が選出されました。 選出されたメンバー

に乗京大学や早稲田大学など、 首都圏の大学の学生が多いなか、 本学の法文学部国際言語文化学科 3年次の伊芸
拓真さんが参加しました。

この研修は、 ア メリ カ見学といっ たよくあるよ うなものとは違い、 実際に Ml丁（マサチ ューセ ッツ工科大学）
の学生や卒業生とディスカ ッ ションを行なっ たり、 ニ ュー ヨ ーク のタイムズスク エアを歩く人々に仮説検証を実
行したりするなど、 頭も体もフル活用 するとても有意義な内容で、 日本にいるだけでは想像できないような領 域
を追求し、 柔軟な発想や考え方を身につけ今後の活動に活かすべく参加者一人一人が学びと経験を糧にすること
ができました。
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研修内容は下記の とおりです。

●ボ｀ストン
· MIT Media Lab 助教授のスプツニ子先生とのワーク ミィ ョ ッ プ
· MIT Media Lab にて石井副所長との対談

・ハーバー ド大学見学
・ マサチ ューセ ッツ工科大学 (MIT) 見学

●ニュー ヨ ーク
• 自らのアイデアを投資家にピッ チ（英語）
・ インキュベート施設にて仮説検証のワーク シ ョ ッ プ

●サンフランシス コ
・ スタンフオ ー ド大学 d.school 講師ニール ・ イヤール氏によるホ ッ ク モデルによる顧客獲得論講義

・デザインコンサルティングファー ム IDEO によるデザイン思考ワーク シ ョ ッ プ
· AppSocially 協力のもと、 プロ ダクト開発

・スタンフオ ー ド大学見学

伊芸さんが下記のとおり感想を述べています。

今 回のインターンに参加できて学べたことは大きくわけて 3 つあります。 1 つ目は思考の幅と深さに限界の無
いことです。 MIT の学生たちの知識量と思考量ま圧倒的で、 それは日本にいると感じることのできない大きな壁
に思えました。 哲学・経済・電子工学•生物学、 どれをとっ ても専門的な方々が生徒であり教師でもあるため、
ある事柄について話す時、 様々な観点から議論を重ね、 新たな発見をしていくことが当たり前の環境がそこには
ありました。 それは、 一つの専門を突出して伸ばす日本の大学機関だと感じることのできないものだと思います。
その環境を目の当たりにすると、 僕自身勉強不足ですごく悔しかっ たと同時に、 同じス テージに立てるような人
材になりたいと心の底から思えました。

2 つ目に自分 自身について見厘すきっ かけと次の課題を得られたことです。 研修で関わる人々が、 社会問題で
あったり、 誰かの抱えている問題を解決するために本気で取り組んでいる様子が伺えました。 彼らの背中とその
生き様を見ると、 自分が有りたい姿はどのようなものなのかという新しい課題が浮かび上がり、 それを真剣に考
えるきっ かけになリました。

最後に人との関わりと彼らへの感謝です。 研修を主催 してくださ っ たリクルート様や講義を担当していただい
た方々 、 そして一緒に参加した他11 人の学生と関わること ができた事、 そしてこのような素晴らしい学びの機
会を与えてくださ っ た事への感謝でいっ ぱいです。 そしてこの気持ちは日常でも当たり前に持つべきで、 僕自身
色々な人の様々な努力と思いやりに支えられて今 があるということを忘れず、 自分には何ができるのか見定めて
今後とも生きていこ うと思いました。

研修に参加 し た メ ンバー と （右から 4 番目が伊芸拓真さん）
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平成27年度学年暦

前

※ 1  

学 期 後 学 期

（平成27年） （平成27年）

4月 1 日（水） 学年及び前学期開始

4 月 1 日（水） 成績通知書交付 ． 時間割表配布

4 月 2 日 （木）～ 4 月 3 日 （金）
新入生オ リ エ ン テー シ ョ ン

4 月 6 日（月）～4月 7 日 （火）

4 月 2 日 （木） ～ 4 月 7 日 （火） 前学期仮登録

4 月 3 日（金） 入学式

4 月 9 日（木） 前学期履修登録確認表配布

4 月 1 0 日（金） 前学期授業開始

4 月 1 0 日（金）～ 4 月 2 3 日 （木） 登録調整期間

4月 1 4 日（火）～4 月 2 8 日 （火） 定期健康診断

5 月 7 日 （木） 月 曜 日 授業振 り 替え ( ※ 4)

5 月 2 2 日 （金） 開学記念日 （休講）

5 月 2 2 日 （金） 体育祭 （休講）

6 月 1 日（月）～1 0 月 3 1 日 （土） 教育実習

6 月 2 3 日（火） 慰霊の 日 （休講）

7 月 1 8 日 （土） 琉球大学説明会 （オープンキ ャンパス）

7 月 3 1 日 （金）、 8月 3 日 （月）

8 月 6 日（木） 前学期試験期 間 ( ※ 2 )

8 月 1 1 日 （火）～ 8 月 1 2 日 （水）

8 月 7 日（金） 英語全学統ーテス ト ( ※ 5 )

8 月 1 0 日（月）、 8 月 1 3 日 （木） 予備日 ( ※ 3)

8 月 1 4 日 （金） 英語全学統ーテス ト予備日 ( ※ 5 )

8 月 1 5 日（土）～ 9 月 2 3 日 （水） 夏季休業

9 月 2 6 日（土）～ 9 月 2 7 日 （ 日 ） 琉大祭

9 月 2 8 日（月） 成績通知書交付 ・ 時間割表配布

9 月 2 8 日 （月）～1 0月 1 日 （木） 後学期仮登録 ( 2 8 日 は午後か ら）

9 月 3 0 日（火） 前学期終了

授業料の納入について 〇授業料納入期限

• ?..三面i`
をご利用 ください。

1 0 月 1 日 （木） 後学期開始

1 0 月 5 日 （ 月 ） 後学期履修登録確認表配布

1 0 月 6 日 （火） 後学期授業開始

1 0月 6 日 （火）～1 0月2 0 日 （ 火） 登録調整期間

1 0月 1 1 日 （ 日 ） 琉大祭予備日

1 0 月 1 3 日 （火） 月 曜 日 授業振 り 替え ( ※ 4 )

1 1 月 2 5 日 （水） 月 曜 日 授業振 り 替え ( ※ 4 )

1 2 月 3 日 （木） 推蕨入試 （休講）

1 2 月 2 9 日 （火 ） ～ 1 月 4 日 （月） 冬季休業

（平成28年）

1 月 5 日 （火） 後学期後半授業開始

1 月 1 5 日 （金） 午後 ・ セ ンター試験準備 （終 日 休講）

1 月 1 6 日 （土） ～1 月 1 7 日 （日） 大学入試センター試験

2 月 4 日 （木） ～ 2 月 5 日 （金）
後学期試験期間 ( ※ 2 )

2 月 8 日 （月） ～2 月 1 0 日 （水） ,, 

2 月 1 2 日 （金） 英語全学統一テス ト ( ※ 5 )

2 月 1 5 日 （月） ～2 月 1 6 日 （火） 予 備 日 ( ※ 3 )

2 月 1 7 日 （水） 英語全学統一テス ト予備 日 ( ※ 5 )

2 月 1 8 日 （木） ～ 3 月 3 1 日 （木） 春季休業

2 月 2 5 日（木） ～ 2 月 2 6 日（金） 一般入試 「前期 日程」

3 月 1 2 日 （土） ～3月 1 3 日 （ 日 ） 一般入試 「後期 日 程」

3 月 1 8 日 （金） 卒業式

3 月 3 1 日 （木） 学年及び後学期終了

※ 1 ， 医学部医学科第2年次以降の学年暦はこの学年暦に準じ，医学部において定める。

;;;2 試験期間は期末試験や補講を行う。

※3’ 予備日は台厘等で全学休議になった日の授業又は定期試験を行う。

※4: 5月7日（木） ， 1 0月 1 3日 （火） ， l l 月25日（水）は月曜日の振替日とし他の曜日の講義試験補講実習等を行
わない。

iii5: 前学期は大学英語の受講者が対象。 （後学期は前学期未履修者及び3年次）

1 大学からのお知らせ I 
ヽ

前 学 期

4月 3 0 日

後 学 期

1 0月 3 1 日
期限内に必ず納めてください。 大学での教育は皆様の授業料で賄われておリ ます。

※授業料の口座振替日が休日の場合は、 金融機関の翌営業日に振替します。

※ 期限後、怪促を してもなお未納の場合は除籍になりますので、 特にご注意ください。
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口座振替に関する問い合わせ先

琉球大学財務部経理課収入・支出係 ［電話番号］ 098-895-8058

授業料の金額に ついては、 下記を参照ください。
【大学公式ホー ムペー ジ】 →Contentsの 【学生生活】 → 【授業料・ 入学料等の金額について [PDF] 】

htt p://www. u - ry u  ky u . a  c .j p/i nte rn a I/ c a m p  u s_l i f  e/ s c h  oo lfees/ s c h  oo I fees .  p df 

保護者の皆様へ

本誌は、入学時に登録された学生の保護者等の住所へ送付しております。
住所変更等がこざいま したら、 学生本人から、 学生の所属する学部の窓口まで届 け出るようお願い します。

琉大ニュースレターは琉球大学公式ホームページでもご覧になれます。 h t t p ://ww w . u - r y u k y u . a c .j p / 

【大学公式ホ ームページ】→ 【大学情報】 → 【広報］ → 【琉大ニュースレタ ー】
携帯電話で下記の Q R コ ー ドを読み込むと、 琉球大学の入試情報ケータ イサイ ト にアクセスできます。

※バーコー ドリーダー機能付きの携帯電話で読み取れます。 「琉球大学入試情報ケータイサイト」 http://daigakujc.jp/u-ryukyu/ 
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